
 

     

【令和５年度版】 

都立墨田工科高等学校（定時制） グランドデザイン 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

知
識
・
技
能 

計画性 

指示や支援があって

も、自ら目標達成のた

めの方法を組み立てる

ことができない。 

指示や支援により、自

ら目標達成のための方

法を組み立てることが

できる。 

指示や支援がなくて

も、自ら目標達成のた

めの方法を組み立てる

ことができる。 

自己の課題に応じた的

確な目標を設定し、そ

の目標達成のための方

法が他生徒の良い手本

となった 

工
業
の
実
践
的
技
術
者
と
し
て
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間 

技術力 

与えられた手順通りに

作業を行えず、製作が

できない。 

与えられた手順通りに

作業を行い、製作に取

り組むことができる。 

与えられた手順通り作

業をするとともに、安

全に配慮をして、製作

に取り組むことができ

る。 

作業手順から課題を見

出し、自ら解決方法を

考えながら、安全に配

慮をして、製作に取り

組むことができる。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

課題解決力 

課題が発生した要因や

その分析をすることが

できない。 

課題が発生した要因な

どから、その原因を分

析ができる。 

課題が発生した要因な

どから、原因を分析で

き、それを解決する方

法を考えることができ

る。 

課題発生の原因から課

題の本質を把握し、潜

在的問題を含めて解決

する方法を考えること

ができる。 

規範意識 

ルールの意義や他者へ

の迷惑を理解できな

い。 

ルールの意義や他者へ

の迷惑を理解し、意識

して行動ができる。 

ルールを率先して守る

とともに、他者へ思い

やりを持った行動がで

きる。 

ルールを率先して守る

とともに、集団へ注意

喚起ができ、他生徒に

良い影響を与えた。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

学習習慣 

指示がないと、一定の

学習に続けて取組むこ

とができない。 

指示のある間、一定の

学習に続けて取り組む

ことができる。 

指示や支援がなくても

自ら一定の学習に続け

て取り組むことができ 

る。 

自らの課題を設定し、

課題解決に向けて学習

を取り組み続けること

ができる。 

コミュニケーション 

能力 

相手に分かりやすく自

分の意見を正しく伝え

ることができない。 

 

相手に分かりやすく自

分の意見を正しく伝え

ることができる。 

 

相手に自分の意見を正

しく伝えることができ

るとともに、相手の意

見を最後までしっかり

と聴くことができる。 

相手に意見を正確に伝

え、相手の正確に受け

取ることができること

により、信頼関係を築

くことができる。 

自助・共助の 

精神 

命の大切さを理解でき

るが、自分の命を守る行

動ができない。 

命の大切さを理解し、自

分の命を守る行動がで

きる。 

 

命の大切さを理解し、自

分の命を守る行動がで

きるともに、他人の命を

守る行動ができる。 

率先して命を守る知識

や技術を身に付けるこ

とに取組み、それを実践

することができる。 

【生徒／学校の現状】 

①工業高校の高い就職率に期待感を持っている。 

②学校生活に不安を持ち、学習面での手厚い指導を期待している。 

③基本的な生活習慣や一般常識などを身につける必要がある。 

④コミュニケーション能力・積極性・主体性が低い傾向にある。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】     

・社会の一員として、様々な課題に取り組み、創意工夫を重ねる努力を惜しまない人間 

〇工業の実践的技術者として、社会の発展に貢献する人間    ・変化する社会を敏感に捉え、生涯に渡って学び続け、他者と協調しながら「ものづくり」 

                               を通して社会貢献ができる人間 

【教育目標】 

①機械・電気・建築・自動車の各分野における知識や技能を習得させる。 

②工業の実践的な技術者として、工業と社会の発展に寄与できる人間を育てる。 

③生徒一人一人の個性と創造力を伸ばす教育を通して、社会貢献・人間尊重の精

神・国際社会に生きる日本人を育てる。 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

 ◆知識・技能  計 画 性…今ある自分自身の知識・技術を活用して目的を遂行するため考える力を向上させる。 

         技 術 力…多くの技術に関する知識を身に付けるとともに、その知識を活用できる応用力を発展させる。 

 ◆思考力・判断力・表現力 課題解決能力…課題の本質について論理的に思考し、それを説明できる能力の向上を図る。 

              規範意識…人権尊重の理念に基づいた道徳教育をとおして、社会性及び社会人としての必要なマナーを身に付ける。 

 ◆学びに向かう力、人間性 学習習慣…学習活動だけではなく学校行事や部活動に主体的に取り組むとともに、自ら進んで学びに向かう力を身に付ける。 

コミュニケーション能力…学習活動を通して、伝える力と聴く力、そして読み解く力を向上する。 

自助・共助の精神…安全教育を通して、人命尊重の精神とそのために必要な知識を身に付ける。 

 

【予想される社会の変化】 

・ＡＩ技術の進展、新たな職業の出現、超超高齢社会、日本の人口 

 減少 

【学校像/学校経営計画】 

・キャリア教育を推進し、「ものづくりを通して人をつくる」教育を進める学校 

・学習や資格取得を通して、生徒が目指す進路の実現を果たせる学校 


